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鋳燃幼虫の消化管皮1謄1職及消化液の酉罪熱こついては　轍こ5歯含畑～6i網耕心に材斜翠肱つた。蚕磁酷

酵戴pH温嵐蚕腎，羽祓び蚕の経1騰との関榊禎院　欧工9，1ヨzz・”，鮮，寓・臨支工13，銀嶺・アモイG　着働

されたものが多い。ll）・）tl）・・）・・）lr｝）1s）然しマ1「i化管の昏細“1：　100A（＋bt㌔be型），分白3（ae・be型）・ヒノデ

の機能藻に関する研究ほ士ヒ鮫的少く，松村・岡り及び松　　　　（ae．　－V・b・型），秋花×銀嶺（絶食及び禽泰中），暴光×信

村12）の消化轡皮膜鱗i畿のAmylase及びInvertaseの励　　　和等な1剰il4した。

所鑑の研究，山口のX線透視による形態及び運動の研究，　　　　B．　消イヒ管皮膜紐織及び消化液の採集曾1瓢化管組織

「’＞1‘り消化吸収の生理u）及び結紮蟄児の生理17），須胤11り及　　　はi蚤な生体で解剖し，気管，筋肉及びrrルピギー管その

び堀江’11）の　Alkali　ph（）sphatase，伊藤・堀江及田中已1り　　仙の洛且織を出来る丈け除虫し？ii5化管を縦に切開し，食片

の消生化理の研究等を数えることができるQ昆虫で紘　　　1隷1腔膜と共に除き，水溌し濾紙上で水の余滴を除ぎ，

WI鮒LESWQrTIのLlり，　Ho1鵜Nl）等の局所機能蕪の存在に　　　所定の4区分に切離す。印㌔前腸と中腸鶴部を含む部分

ついての興昧ある研究が見られるが之等は昆虫の一般ll竃　　　をA，中腸中部をB，中腸後部の細胞が月［鵬蒐し縮搬の多

化生理の探究に止まらず，消化器’i獅拙1学の惣礎的研究　　　い部分をe，後腸をDとした。（以後多くの場合夫々AB

としても霊要であると考えられるので，木報告では先づ　　　CDをもつて㍊すことにする）。材料はつとめて新鮮のも

標題の如く酵素の局所分布に霞点をおいて？肖化僧波膜組　　　のを迎かに酵素抽1二1：｝を行つて供試した。組織の長期保存

織と，消化液に含まれるProtease，　Amylase及びSucc－一　　には生組織を無水のAcetonで処理し乾燥末とし使用の

harase酬ヰ腸の前部，申部及び後部並びに後腸の4部　　　場合はさらに微細な粉末とし後抽撮して用いた。次に消

分に分けて測定した結果の概要を湿すことにする。　　　　化液は予め消化管の形態と環節との関係を調べ外都から

本研究を行うに当つて蒲生嗣：・八木鷹ヒ喘大）及　結紮を行し・3～塒闘の後洛部の鰐破を鋏で傷つけ

び有賀博士（東大）からは常に懇篤な御撫導を，爾沢博　　　ここから体圧により膨HLtしてくる腸管を水洗して血L液の

士（信大）からは酵素実験上終始多大の御便鴬並びに櫓　　　混λを防ぎ速かに鋏で小孔をあけ，流出する内容物（消

導を賜わつた。叉松村1専士（農林蚕試）からは懇切な御　　　化液と食片とを含む）を下側においた試験管に受ける。

指導と報丈校閲の労を賜わつた。実験は主として清水猛　　　璽に遠心分離して上澄を消化液と見倣した。貯蔵の場合

・市川御子両氏の助力に負う所が甚大であつた。絃に併　　　は時間の長矢転にかかわらず上艘に少量のTolu。1を加え

せて深甚な感謝の意を衷する次第である。　　　　　ておく。因に5令4日目（銀嶺）の且撒膜組織のSkの重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量は大体次の逝りであつた。　（30頭測定1碩当りに換
　　　　　　　　鍵験材料及び方法　　　　　　　　　　弊。

　A．供試材料：酵素の活・1生痩1よ，供試蚕の晶種，経過，　　　　A…54mg　B…53mg　C…68rng　D…26mg計201m9・

pH蜘こより異なり・之等については既に松村鋤藤井　　e．酵勲葦の調製

冒力曜吸び黒田噂の鯉矛鵬るが瀞勲局所分布　　ω消イヒ管繊噺鮮撒舗・9｝。ついて，抽出
について囎曇聖墜を嬢とするので，この場館　液・，。，。．。。。。・・ml（・・％glyce・…ml・・．・・

＊僑州大学繊維学部蚕種学研究察　　　　　　　　　　　NAmπ10nia液8ml）を加え，乳鉢でよく膳砕し，之に
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T°lu°1を餓齢・瓶に・｝sさめ麟1磁，襯を施し　際とも，なるべく，圃・縄樋，同撫dl春期噺魚糊料

27°cで241曝蜘』・ける・此灘遠心轍し・k澄をとり　を使肌醐合の結果を採用するcttZ・した。然し舗

酉練液とし同じく上1敵丁・IUQIを鰍0°Cに備し供　　糊の長臓1瀬働⑳pHの問慰こついてぽ一刑の研

試する・　　　　　　　　　　　究を必rAとす徽に思津，れる。爽験襯は欝及び図な
　　〔2）消化液・採液遠心鋼1後上撒とりT・lu・1を　もつて示しブ・．間馴蝋上吟蜘漁の，臓鵬翻1働

加え｛賢絆振撚0°C階所をこ貯蔵する。後腸内容物は水分　　　示す凸型曲線について行うべきであるが，大勢癒知るた

ヵ沙なく70％位であつて上澄がとiztsいのでその一魍　 めにそれら畷U線の平均値をもつて1把した。（T・bl・1

をとり，同麗の水を加えて遠心分離し上澄をとり，そ　　　及Fig．1Av．）

曜豹酬定し収吻水騨を測つておいて燃の　　　　ec験結果
ままの消化液の酵i氣力を換算した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　1

灘繁懸、化液の＿瞼。。，yp，in＼畑燃鰍1ノ

系酉燦とされているので・ここではその積りで酵購用　　。cti。ity・・miclgt・t

の測働行った。蟹にはCasei噂用いた。すなわち　．＿．．＿．＿＿恥隆色（《亟璽6二適：瀬Σ．τ［’：二：二

誰艶螺撒｝謬慰灘鰹　藻紫臨1：箋1：ill：1翫、1
反応液として，　Casein液2．5ml　pH　9．4の綬衝液　　　・　　・．一一一・・一、．＿＿「＿＿＿．．t＿．一．．＿．t－一．＿…t－e．一一一ut－一
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N…Con＋N・H…）・ml，之・・酵累液（織・抽出液蕊一一一迦蜘迦L－一一
齢2・・1，消化液の場合0．5ml）fatUa　e，1i・！・・1を加　epith，li。m　　3・26　1・86　5・46　2・　38

たものを作り之を27°Gで荏8時闘作粥させ分解したア　　　Gastric　juice　　1．31　　i，29　2．10　　2．06

ノ態Nを・v・・　SLYKEのアミノ態N定貴法により測　こ：＝ここ翻鳶δ藪醸：て阪翼r＝1：τ二｝π

器欝織撒緯霧i螺轟里L鑑．1劃塁還
殿成さ2・・c・・ノ態Nをも？て示・た・　　N鷲謡欝蹴1撚e，盤灘。，1£1器de猫
2）Amylase：Amylase作用は分解生成糖の還元力　　　　gastric　juice，　fo：48　hours，　in　several　silkworm

BERTエuNP法で測簸し，その銅童をもつて示した。茶　　　　varieties・7varieties　for　protease・　7～le　var・for

河灘澱粉工％蝋欄過して胤、た課職と　amylase　and　8　va「・f°「saccha「a目e　we「e　usecl・

ては澱粉液2ml，緩衝液（pH　9浸）5mlに酵素液彫よ　　　　実i験の結果品樋その他により値においては種々に．現わ

組織抽掛液の場合2・Oml，消化液の場合0・o「inl）を混　　　れ，殊にAmylase十ae型等はae型に比しはるかに強い

たものを用い，これにToluolを加え27°Gで48時間作　　　こと叉欧19は何れの酵素も比較的強し・作用を示し叉多糸

させた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貴系種は組織内酵素が多い等のことも見られたが，之は

2．Saccharase：基質には再結晶のSaceharoseを　　経過の不同もあるのでここではあまり聞題にせず主に部

用いた。反応液としてはSaccharose（1％）を2mlに　　　位的の関係を観察した。叉申腸は後腸に比して種々の点

衝液（pH　7・8）5皿を加え，これに酵素液（組織抽出　　　で作用も異なるであろうから一応特別に取扱つて言氾載し

の場舎2・　Oml，消化液の場含0．5ml）を加えたものを　　　た。

い，之を27°C・48時欄作用させた後，Amy工aseの場　　　　1・Protease

と同様にB　ERTRAND法により還元糖を測定した。緩衝　　　　蚕のProteaseは主にTrypslnとされているが薯者は

のpHにっいては，先に松村12）は詳細な実験を行い6，6　　　黒田1s）のAmylaseにおける如くPaper　chronat㎎raphy

7・0が最適とされているが，箸暫1よ組織の叉1ま消化液の　　　で調べたが，腸皮膜組織の抽扇液をAceton　；水（4：10）

Hとの関係を考慮に入れ7・8を用いて測定した。　　　　　で展開，　Gelatin　O，5％液を吹きかけ・40°30分聞多湿で作

以上何れの酵素も材料の新旧により活性が多少とも異　　　用させ後，A瓢ino酸の呈色反応を行い検μiするとRf　O。

り，新鮮の場舎に最も強いことを知つたので，3種の　　30内外に細畢く大ぎく1ケ所，Q・82に小さいものtQ．95
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に中位の大きさの呈色が見られた。おそらくRf　O，30　　　　2，　Amylase

のものが「「・yp・inで他のものはこの酵素以外のもので1’S．　A・nyl・・e作用厳騰職ではBくA〈a，　A＞D＞

ないかと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bの順で，申腸後部に可也強く前部之に次ぎ，申部が何

　　　　p，、r、enee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れも低下していた。爾後腸では中陽rl・倍1；より強い場合が

　　1、，　　　　　　　　　　u。t，　tllitl，ell“m　　　　　　　　　　　見らオした。次に消化液では，申腸1象Proteaseの場舎と

　（，LP　　　’　　　　　　　　　　　　　　ii、　　　　同様にA≦IB＜Cで中陽後部が最高である。又G＞D＞

1・・　　＋J　’　　臨嚢　・・で後隙q撒部に次いで強い課鋤1・・eが踊

1忍ん1°e，一騨＿嚇　　繋凝票！生讐騎潔譲1欝讐濃箪嚇

　　。　’　　　　　　li，1…，　100Aがae型の舶3やヒノデよりも馳強いことが
　　　　砺】閥　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1認められ，その差は中部及び後部に於て『駿だしいn
　　巳

　・，　　　　　　　．　　層　　　　　　　　　　　　　Sacchamse作用は申1場皮膜組織では酵素分布が品種

（2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的に一楚しないものもあるが，一・般的にいえぱムくB＜

δ，　　　　　　　　　　　fl，．　　　　　　　　　　　　　Gで咽湯後部最弼で中部及前都が之セこ次ぐ。又後腸を含

　　　・　　1；　b　c　’・1　　r　”　Av　　　　めて見るとA＜DくBくO大体に於て松村恥の曲線とnd
　づ　’

　t　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　致しているが，後腸に於て値が稽窩い感がある。之は作

　ユ6

　32

　β

　4「
n　　　
豊

5　go

　5
　｛

　帥

嗣・鋼 @　　　　。　1．i、hel　　　　　　　　　　は中1｝易後部」：り例外なく低く，叉大多数が中部より低い

　　　　　　　　　　“・夏《、1　が澗音瞬ヒして職・蝋力・多い・　ti・」化湘・は懲

　　　　　　　　　　　　　　　　………総　　S・cch・…eは｝幽られないとい煉ているカミ・この場

　　　　　　　　　　　　　　　　燃iiii　　禽は次のように♪乱られた。すなわちA≦B＜c，　c＞D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞Bで申腸後部に最高で後腸部之に次ぎ，中腸申部及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前部は同魍度で，∫受も弱い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上消化管各部の皮膜組織と消化液の3酵素を測定し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た結果は昂種其の他の条件により異なる点もあるが，酵

Fig・LL・cal　diff・・ence・f・n・ym・acti・ity　in　g・t　素の局所差に電点をおいて観ると，波膜糸職について

　　　i黙慰慧驚瞥：謡認灘　㍊農怨灘驚諜讐灘欝蕪塞

　　　A．F・・eg・t・・d・nt。・i。・midg。t，　B．　Midd1，　つて強いてし・えば一般に前部が稽弱い感カミある・然し本

　　　皿｛dgut，　C．　Posterior　midgut，　D，　Hindgut，　　　　実験の範囲ではAmylaseは中部カミ後部及び前部よりも

　　　a・E・19　b・Taihei・　c・　G‘・　113・d・Ginrei，　e・　　　　弱いことが注目される。次に消化液の酵素については，

　　　撒。よ（畿盤、チ隷鑑隻濫、　皮灘織の夫れと大騎・てお・，後腸内の靴液の

　　　（・tarved），　k．　Shfik・×Gi・・ei（feedi・g）1・　Amylase及びSaccha「ase｝湘強い・

　　　1．・Ch6kδ×Shinwa，　In．　Fugaku，　Av．　Average，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　察

　本実験の結果Protease作用は皮膜組織では何れの品　　　消化管組織の酵素作用：松村。岡9）及び松村12）は消

種も例外なく，A≦B＜C，　A＞Dキ零で，申腸後部に　　　化管組織のAmylaseとInvertaseの部位的差異につき

薯しく強く，之に次いで中陽中部及前部は同程度であ　　　研究した。藩者は之に加うるに1）roteaseの部位による

る。消化液でもA≦B＜C，A≧Dで，皮膜組織の場合　　　差異を同様に調査した所，値に多少の差はあるが大署，

と平行関係にあり，中腸後部が活性度寓く中部と前部は　　　松村等の場合と同様にC＞B＞A＞Dの関係にあること

之に次いで弱い。次に後腸部では最も弱いか又は申腸前　　　を見出した。即ち消化酵素は中腸後部に活性が最も強い

部に汲い値を示すg　　　　　　　　　　　　　　　　　＃とが顕著な華察であるgそしてこの部分が3種の酵
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獅多五ヒに消化僧伽糎こ分泌するものであることは浦ll　購鋤娠く中部ld雪燦が分泌され消化が起り，後部で

化液の澗蝦が殆胴様にこの細こ強いことでもわか　1吸収されると軸している。又餐でe・t．月撒織の1・h。S一

る。噌吻細胞内に於て之等酉學素が如何に竹胴しているか　　　1）hataseについて須貝1il）及び湘江21）はB＞G＞A＞Dの

については，此の研究のみでは朔かでないが，藩薪は刷　　　関係があり中腸中部がラ舌性魔が隅いという。叉伊藤。掘

の実験に於て，中腸後部がr期易前部に比して，種々の物　　　江・圧1中211）ω：pll2を食下させて一簸i謝｝1】後に腸組織内の

質を多く摂取し，鵬積するものの如くであること1’1），父　　　P羊B2な追1弥したi’Vi・　C＞A＞B＞Dで之は藩齋や松村f｝）助等

消化管から体液への物質例えば蛋白質叉はAmino酸の　　　の醒素作用とも署一致して甚だ意義があるように患われ

移行は前部及び中部の力呼こおいて速やかで，後部は遅い　　　る。爾1⊥1口・詐ll水25）は矯i菌を指示了嵜として各部消化液の

等の事爽17）或は組織化学的の研究で中腸後音1；は多糖類が　　　殺繭力をin　vitVoで調ぺた所，1’II腸｝Jlj都中部セ叡殺菌力

特に多い等の観察（山口未発表）から考えて，組織細胞　　　強く中月易後部栴弱くpHの佃1の消長とも盟1乙行している

内物質肉身の陶己消化にも関係があるものと思う。即ち　　　こと癒見出したが，之は生体消化管内の細1数箏とも関

前，中部の如く嫌なる消化吸収に止まらずWra（；r、E．sw一　　　連し，叉軟化眉や1：1覇型多角体彌α）慌荊部位21脇1導とも関

Ol“trT・ll　A）がAedes（シマカ）の幼虫にっいて観寮してい　　　連し距纂にして興昧ある研究問題であ篭｝と思、う。

る如く・輔欄勝るS…；！i所とV：sc　t）ているもので臆し’

@　　　要　結かと考えらオしるo

　消化液の離銅作用：　？i－FS化瞥内｝こ分泌された消化液にr）　　　鎌猛の悩イヒ蟹組織と消化液に二｝㎡けるProtease・Amy一

いては，田然状態では前部及び後部の消化液が相πに混　　　lase及びSaccharaseの作用にっき中腸の1〕1∫，中，後部

會し区分的の活憐度を見ることlxg，iifiしいので，藩葡1よ予　　　及び後腸の4都に区分し測簸し考察した。材料搬は10種

め胴部結紮を行つておき3～4il』冴聞後，央々採液，｝言職　　1ノヨ外につ趣Eに5齢4～6簾1のもの棚1い、…撫酵素

した。もとより完全ではないが，之によつて大体組織内　　　液を作つた。消化液は特に幼幽な3～4時間結紮してか

酵素の分布と一一・tWすることを購した。ただ消化液蹴　　ら澗謄なイ勢つけ採液し遠心上澄を供」・肌た・P・・t…e

後腸部酵素が中腸1拓に次いで相当に強い場脅があつたカミ　　作用は（：lasein廻［≡1’，：　L　bしVAN　Sr，ylustのアミノ態Nジ董癒

之は結紮前に中腸後部から消化液が移送されて来たため　　　法により，Amylaseは澱粉t、”llli質とし，叉Succhavase

とみるのが妥当であろう。このことはAmylaseとSa一　　には庶糖を暴質とし生じた灘元糖赴なBJIR’rRANI）法によ

，chara・eの場創硯られることでPr・t・a・eは後腸にお　り夫々魍した・

いて余り高くないが之は酵素の再吸収の為で磁、るまい　　伽易と叶！腸瓢中・後音【吸び御i易敏姑・B，c及

かと思われる。いずれにせよ今後消化液の酵素測髭にあ　　　びDとし組織及び消化液の酵業の消長を1釜ll位的順位をも

たつては，部位的差異の存雀を無視することは出来ない　　　つて示せば次の通りである。

と思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消化管組織　　　　　　消　化　液

　水素イオy濃慶と酵素作用：申腸皮膜組織のpH価ほ　　　Protease　A蕊13＜Cl，　A＞D部欝　A≦B＜G，　A＞D

Ue者，‘t）によればA，1，C，　D夫々8．4，8．髪，7．4，6．7内　　Amylase　B＜A＜G，　A＞D＞IB　A≦B＜（1，　Cl＞D＞B

外を示し中腸前部高く後部程低い。5ζ消化液では一般に　　　Saccharase　AくBくCl，　B語D　　A≦BくC，　CくD＜B

9．O以上といわれるが，食物の影響をうけて7．8位迄低　　　　すなわち中腸後部は何れの西拒素も常に作胴が最強で中

下することがあるが，絶食6特間内外で再び9・0以上に　　　腸申部が之に次ぐといえる。然し組織ではAmy　laseは

上る。叉中腸前中部は高く，後部は矢張り租低い。之に　　　中部において弱く現われた。消化液で1よ3瞭爽共中腸後

対しpHの高い部位に酵素作用は必ずしも強からず，　pH　　部に最大，前部と中部は暑同じで後部より弱い。後腸部

の低い部に必ずしも弱からずという環象を示しており，　　　はAmylaseとSaccharaseは棚後部に次いで可也強

之から観るとアルカリ液を分泌する分部と，酵素を分泌　　　く現われた。

する部分とは各々所を異にしているのではないかと思わ　　　　而して従来の研究において中腸組織の前部及び中部に

れる。之に関して昆虫ではHOBSQNりはLz・tailia（キン　　pHが高く後部梢低いこと，叉巾腸後部に栄養物質の吸

バエ）の幼虫の長い腸の前及び後部は酵素を，短小の中部　　　着が多いこと，組織化学的見地から中腸縫部に多糖類の

は強酸性液を分泌するといい，叉WIGGL闘v〔｝RTIIg）は　　多いこと（山口栄発表）叉先入の研究結果等から考繁し

Glossia（ツエツ1・バx・）の成虫について中腸前半部に　　　て，Alkali液分泌と酵素の分泌とには局所的機能分化が
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あるものと考えられる。叉申腸の前，中部は易分解性の

物caが消化され速かに卿皿されるに対し・鵬後部酬曾難　　　　　Summary

分解性の物質の消化と，吸収及び蓄積が行われ，叉特に　　　　The　present　wr三ter　wishes　to　give　i昆this　paper　the

中間代謝の場所として意義があるもののよ5に塘えられ　　　resultS　obtained　in　the　eKperiment　for　ascerta．　ining

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　whether　there｛s　functional　localization　or　not　in　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　digestive　systern　of　sil1こworm　larva，．llombyx　moriム・
　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工n　this　case，　actvities　of　protease，　　amylase　and

1）川獺惣次郎・須田畿二・斉藤格二：蚕糸界報，348　　saccharase　present　in　the’different　region　of　gut

　　　　　　　　　　　　　　（工921）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　epitheliun．1　and　gas．　tric　juice　of　alimentary　canal　were

2）WIG〔｝磁swoRT正1，　V．／，：Parasitology，21．288～321　　ineasured．

　　　　　　　　　　　　　（工929）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　Materials　and　techniclue：①he－1　th　to　6th　day

3）　藤井音松・カn藤清II寺：熊本養試報，3　（1），35～76　　　1arvae　of　the　f｛fth　instar（，f　various　races　were　used．

　　　　　　　　　　　　　　（1930）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　gut　ti　g．　sues（》f　worms　were　cut　illtc》the　followiエ壌

4）　Hoisg，　oN，’R．　P．　：J．　Exp．　Biol．，8，工〔｝9～／23（1931）　　　　four　divisi（）ns　A，1．｝，　c　and：D，　such　as　oesophag．tus‘md

の　1⊥1口定次郎：応動・4（5）・258～263（：1．932）　　　　　　anterior　midHut（A），］niddle　Iほidgut（1B），　posterior

6）蒲生俊興・山口簸次郎・永引；覚：聾糸栄維誌・5（3）・　　tnidgut（0），　und　hindgut（：D）．　The　cut　tissues　were

　　　　　　　　　　　　　1～3　（1933）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　grouped　into　the　four　divisi（）zls．　【1・he　tissues　of　the

7）1工「藤　・一雄：1…1濃i化，　9C2）・（工933）　　　　　　　　　　salne　group　were　gathered　and　homc〕genizeci　and　then

　8）　可公オ寸　　畢葺麩　：長野璽試報，　（Lt8）　1－〕IJ9（工934）　　　　　　　extracted　by　a　dilute　solution　of　glycerine　ammonium，

9）松村鞍・岡職い慰壁蚤試報，（311）・：～32（X935）　Th・e・t・act・w・・e　u・・d・s　en・yme　p・ep・・。tl。。。f・the

10）1⊥1口鑓次郎31ヨ蚤誌，6（1）・G6～68（］．935）　　　　　　　gut　tissue．　Afte：3to　4　hou野s　ligation　of　tlle　sil1こworm

11）SI・IINoDA，0・；J・Biochem・ユエ，1・00～123（1936）　　　　body　in　fou：divisi◎ns，　th¢gastric　juice　wxts　gathered

12）松村　畢黎：日蚕誌，13（4），168～174（1942）　　　　by　pressin鼠out　together　with　gut　contentsi　wllich　are

13）WlaαJicswoivin・rt　V．　B，：」．　Exp．　Biol．，19　　　　　the　mixture　of　mulberry　leaves　cn　nd　gastric　juice，　by

　　　　　　　　　　　　56～77（1942）　　　　　　　　　　　　　　　slitting　the　integument　and　gut　epithelium、　The　gast・－

14）山口定次郎：蚕糸学雑誌，14（2），（Z942）　　　　　　　　r三c　juice　thus　Qbtained，　was　grouped　into　four　divi陶

15）　腫ミ村　　季英　言蚕糸試報，　　13　（1【り，505～533　（工95コ．）　　　　　siolls　as　above　mentioned　ill　the　case　of　gut　epithelium，

16）伊藤　劉1夫：遺伝，28（1｝，　（工953）　　　　　　　　　　　and　was　centrifuged・The　supernatant　is　used　for　the

17）　1」］1ロテ葦次良1至　：　イ喬大繊報，　（4），　（1954）　　　　　　　　　　　　　　　　enzyme　　皿easurements，　For　the　　test　　of　protease

18）黒田　行」召：遺伝，29（1），8～12（工954）　　　　　　　activity・vAN　SthYI｛lc！s　amino－－nitrogen　analysis　method

1・9）須貝　悦治言日蚕r誌，23，工92（1954）　　　　　　　　　was　used．　In　this　case　a　dilute　solution　of　casein　was

20）石森直人：日蚕関東講演集第6回（1954）　　　　　used　as　substrate，　The　amylase　activities　were　meas－－

21）掘江　保宏：応鋤，20（工，2），（1955）　　　　　　　　ured　by　means　of　BI章RTRAND伯method　for　a　starch

22）山崎　　寿：長野蚕試報，10（（t），269～335（1955）　　solution　as　substrate．　For　the　measurement　of　succ－

23）伊藤縞1夫・掘江保広。田申元…三：日蚕関策講演集，　　harase　activities，　Tlle　same　method　as　in　the　case　of

　　　　　　　　　　　　16，（工955）　　　　　　　　　　　　　　　　amylase　was　applied　by　using　pur｛fied　cane　sugar　as

24）　山口定次炭区．溝水猛・市ハ1鵯1子　：　日蚕F1書剖‘講演集，　　　　substrate，

　　　　　　　　　　　　10，3　（工955）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　．The　results　obtained　：田he　ellzyllle　activ1ties　of

25）　1⊥1口定次良IS箇清水猛　：　日蚕申音1～講演集，10，3（Z955）　　　　protease，　amylase　and　saccharase　in　the　four　divisions

26）WI（…GLEswoRTH，　V．　B．：The　principles　of工nsect　　in　both　gut　epithelium　and　gastric　juice　are　shown　in

　　　　　　　　　　　　physiology，　（1953）　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　following　table．

27）RoEDER，　K・D・：Insect　physiology，（1953）　　　　　　　From　the　resuit，　it　may　obv｛ously　be　said　that　alI

28）皆川麟・醐化学・（1951）　　　　　the・e…yme　acti・iti・．・　bpth　i・the　9・t・pitheli・m・nd
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Tab亘e　　　　　　　　　　　　　　　　activity　was　very　high　in　the　posterior　midgut　and

　Enzyme

Protease

Arnylase

SacchalaSe

　　Gut　epithelium

A≦B＜C，A＞D≠
　　　　　　　　　　　　　　ero

B＜A＜C，A＞D＞B

A＜BくC，　B≧D

gastric　juiee　were　always　remarkably　high　especially
・。，h，　p。，、，，、。，　m、d、。，，・w・・，h　h、＿。，、h、、k，。1ds　and　that°f　di・esヒive　enzy”’es・Fu「ピhe「m°「e・f「°m

、。d。，，p，1ike　c。。s，，。c，i。。．　T憾e，e，ult、、、9，ee。，11　the　fa°t　that　G°nsicle「ably　la「ge　anl°tmt°f　p°1ysacch”

with，h。，e。f　M。。，u。u、，A（・・3・，エ・4・），　wh。、，。di，d　a「ide　is°bse「ved　hisピch”mi“’ally　in　the　p°ste「1⑪「mid向

，h。1。cal　diffα，。ce。f。my1、，，。nd、acch。，。，e　i。，he　・・ut°pithelium（－Y“”’，・IA“U°tu　unpublig．hec．1）th帥1「ヒ

　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seenls　to　play　an　ilnportan七role　in　sonle　interrnediary

gut　epitheliurn　of　sillくworm　larva，　b’ombysじmoγiム．　　　　　　　　　　　　　　　　’
田he　en，ym。　ac，、，i，y。，、。、，，、。」。，ce　i。　hi。d、、，，　h。w．　met【’b°lisIゴ1・as　w°11　as°f　digesLi（’n　and　abs°「pti°n°f

ev，い、，。littl，　high，，，han，h。t。f　midd1，　midg。t．　nut「ients訊1，his　sし’pP°sitl°n　fit　well　witl曲e　W脚恥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼wc）ltti・II18　0pinion　in　／1edes　larva　（ユ942）・

This　may　be　due　to　the　movement　of　the　gastric　juice
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（The　Faculty　of　tS’extile，　Shinshu　Univers至ty，　Ueda

froln　the　posterior　midgut　to　the　hindgut　before　1｛ga－

tl。n．　F，。m，he　c。。t，adi。t。，y　fact，、h。t　the　en。yme　」ap“n・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IQw　in　the　anterior　and　m｛ddle　midgut，　while　the　pH

．．一．璽蝉竺．　v、1。，w、、h、gh・。，he　a。、，，・。＿d　m・ddlω。id、。・

A≦1圭くC・　A≧D　　　　epithelium　and　I【）w　iTl　the　post母rior　inidbrut，　as　prev－

A≦1｝＜C，　c＞D＞B　i。u、1y。1、、e，ved　by　tbe、uth，、r（コ．94・2），　it　m・y　l・・

A≦B＜ρ・C≧D＞’1｝　・h。。ght・h。t，　the・e　is　s…ediff・・e・・1・c・1　diff・……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tiati‘）n　betweenヒhe　secretic｝n　of乙、1kaline　digestive　fluid


